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2　多剤併用の解消によって速やかに抑うつ症状

の改善をみた双極 I I 型障害の一例
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わが国で はうつ 状態 に対 して 複数の抗 うつ 薬が

治療早期か ら併用される傾向にある . し か し
,
抗

う つ 薬の 併用療法 には
,
効果と副作問の 判定の 困

難化
,
副作用の 増加

,
薬物の 相互作用の 出現等 の

危険性が ある . 我 々 は今回
, 多剤併用で 治療され

て い た 6 7 歳
,
女性,
双極性障害Ⅱ型 ･ う つ 状態 ･

中等症の 症例 にお い て薬剤整理により症状の改善

をみ た . 入院当初は表情の 表出に乏 しく
,
質問に

対 して も しばらく間を置 い て か すか に う なずく程

度 であり
,
歩 けな い と言 い 草椅子に 乗り , 食欲低

下の ため経菅栄善が施行されて い た . 入 院まで の

処方 は
,
パキ シ ル (1 0) 3 T

,
トフ ラ ニ ー

ル (2 5) 3 T
,

ミ ラ ド
ー

ル 1 2 0 m g , タ ス モ リ ン 1 .5 m g , セ ル シ ン

6 m g , ベ ンザ リ ン 1 0 m g で あ っ た . 入院時より ,

パ キ シ ル ( 1 0) 3 T
,
セ ル シ ン 6 m g の み で経過を

見た . 翌日より徐 々 に 口 調がは っ きり し
,
会話す

る声も大きくなり
,
入院時認められた質問に対す

る反応の乏 しさや の ろ さ
,
動きの 緩憎等は速や か

に改善 し
,
第 5 病日に は独歩可能となり

,
会話も

ス ム ー ズ に な っ た. 抑 う つ 気分も改善 し
,
経 口摂

取量も徐々 に増加 し経菅栄養は中止で き た . そ の

後気力低下 は残 っ た が
,
第 2 8 病 日 リ

ー

マ ス 4 0 0

m g を開始 し ,
副作用の 出現 なく改善をみ た .

3 　 多 剤 併 用 か ら リ ス ペ リ ド ン 単 剤 へ の 切 り 替 え

が著効した統合失調症の一例
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多剤併用療法 に より症状 が改善せ ず
,
ri s p e ri

-

d o n e 単剤 へ の 切り換 え に より幻聴 や妄想
,
陰性

症状が著明に改善 し た
一

例を経験 した . 症例は 3 8

歳女性. X - 2 0 年 (高校 3 年時) より ｢他人と話

すと おな らが出て しまう+ と いう自己臭妄想様 の

訴 えがみ られ始め
, 薬物療法等が行われて き たが

,

大学卒業後か ら封聴が出現 し, 改善せ ず慢性の 経

過をたど っ て い た. そ の 後関係妄想を認め るよう

に なり
,
自分の 行動を指示する複数の幻声の ため

に他人と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンをとる ことが で き な

く な っ た. ま た ｢ 考 えが頭か ら漏れ出て しまう+
,

｢相手 に伝 わっ て しまうよう だ+ と い っ た自我障

害や
,
意欲の 低下や感情の 平板化 などの 陰性症状

が認め られた. そ の ため仕事に就 い て も長続き し

なか っ た . X 年1 2 月 , 幻聴に操られ, 仕事中に突然

踊り出 した ため , 前医に入院 し, c h r olp r o m a zi n e

や h al o p e rid ol などの 従来型抗精神病薬 による多

剤併用療法が行われて い た . し か し封声 , 関係妄

想
,
自我障害, 感情の 平板化 は持続 し, 幻声に影

響されて 椅子を投 げて ガラ ス を割る などの 問題行

動が続くため
, 家族 , 本人の 希望により Ⅹ＋ 1 年

6 月に 当科 へ 転院と な っ た. 転院後
,
ris p e rid o n e

投与を開始 し
,
処方されて い た数種類 の抗精神病

薬を漸減 したと ころ
,
幻覚 ･ 妄想および感情の平

板化等の 陰性症状も改善 した た め退院 と な っ た .

本症例 で は症状が持続する ため多剤併用とな っ た

が
, 副作用が出現 して おり単剤 へ の切り換 えが必

要 と考 えられた. ri s p e rid o n e は幻覚 ,
妄想などの

陽性症状の み ならず陰性症状の 改善に も効果があ

り
,
錐体外路症状をは じめと する副作用が少な い

と い われて い る . そ の た め ri s p e rid o n e 単剤 へ の

切り換 えを行 い
,
有効であ っ た. 本症例を通じて ,

多剤併用療法の 欠点および非定型抗精神病薬の 利

点 に つ い て検 討及び考察を行 な っ たの で報告す

る .


